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室内外粉塵および金属濃度とそれらの粒径分布の測定結果に基づき，外気粉塵や金属のI10 比と MMD および換気
量の関係について検討しまた自然換気の住宅においても向様の測定を行い，研究室の結果と比較検討している。
第 3 章においては，空調がなされている事務室における粉塵，金属，イオンなどの性状を測定し浮遊粉塵濃度と
















どの人工発生源由来の lμm のピークと，土壌，海塩粒子などの自然発生源由来の 5μm のピークをもっ 2 山型
の分布を示すが， 4 , 5 月平均では 5μm のピークが高く， 11. 12月平均では lμm のピークが高いこと，金属，
水溶性イオンの粒径分布は 2 山型と 1 山型に分類できることなどを明らかにしている。
(2) 自然換気状態の研究室や住宅で，室内外の粉塵および金属，イオン濃度とそれらの粒径分布の測定を行い，外気
粉塵濃度が高くなれば， I10 比が減少すること，窓を開ければその比が大きくなること，外気の粉塵や金属の
MMD と 1/0 比とが強い逆相関の関係にあること，その比は窓を開放することによって大きくなることなどを明
らかにしている。
(3) 空調された事務室において浮遊粉塵，金属，イオン， OC 濃度などの実測を行い，外気における粉塵，金属，イ
オンの MMD の対数とそれらの室内外比との間には，喫煙によって発生する粉塵， K+ , Cd , Cl- , N0 3 -以外につ
いては高い負の相関が得られたこと，事務室における粉塵，金属，イオン， OC 濃度から，外気，喫煙，土壌によ
る寄与を見積もることが可能であることなどを明らかにしている。
(4) 研究所における沈積鹿および住宅における掃除機捕集塵について検討し研究所の沈積塵中の繊維状粉塵の割合
は16.6%であるが，住宅でのその比は68%と高いこと，沈積塵中あるいは掃除機捕集粉塵中金属，イオン量から求
めた沈積指数あるいは沈積速度は，それらの浮遊状態での MMD と正の相関であることなどを明らかにしている。
以上のように，本論文は，外気の粉塵性状と室内発生塵状況から室内浮遊粉塵濃度を予測するための有益な知見を
得ており，室内空気環境の改善に役立つものであり，建築環境工学に寄与するところが大き~)。よって，本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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